
平成２８年度 第３回沖縄県公共工事入札契約適正化委員会 議事概要

開催日及び場所 平成２９年２月１６日 県庁１１階第１・２会議室

島袋秀勝 平良あき子 古荘みわ 友知政樹

出席者氏名

真喜屋治 榎本拓也 友利清和

審議対象期間 平成２８年８月１日 ～ 平成２８年１１月３０日

再苦情処理件数 件 数 ０件

入札審議内容 建設工事 建設工事に係る測量、調査、設計及び工事監理業務

及び件数 総件数 ４２１件 総件数 １１９件

①一般競争入札 １６９件 ９件

②総合評価 ７７件 ７件

③指名競争入札 １４９件 ９１件

④随意契約 ２６件 １２件

意見・質問 回 答

委員からの意見・ 別紙のとおり 別紙のとおり

質問、それに対す (総質問件数 ３件）

る回答

委員会による意見 な し

の具申の内容

特になし

その他の意見



別紙

平成２８年度 第３回沖縄県公共工事入札契約適正化委員会 議事概要

意 見・質 問 回 答

Ｑ１ Ａ１

「那覇浄化センター２系 下水道施設を一気に取り替えることができないた

最終沈殿地機械設備改修 め、長寿命化計画を策定しそれに基づき優先順位をつ

工事Ｍ１６｣について、耐 けて交換工事を行っている。

用年数に達する前に予防

保全として交換工事を行

うものと考えるがどうか。

Ｑ２ Ａ２

「那覇浄化センター２系 建設工事の品質確保等を目的に、最低制限価格制度

最終沈殿地機械設備改修 実施要領等を定めており、一般競争入札・指名競争入

工事Ｍ１６｣について、最 札の場合は、最低制限価格を下回った場合は失格とし、

低制限価格を下回った応 総合評価方式の場合は、低入札調査基準価格と言い、

札者にヒアリング等を行 基準価格を下回った場合は資料等を提出いただき、ヒ

っているのか。 アリングを実施している。

本工事は一般競争入札のため、ヒアリングは実施し

ていない。

Ｑ３ Ａ３

「沖縄県宜野湾浄化セン 本業務は専門性の高い業務であり、他のコンサルタ

ター耐震診断業務」につ ント業者（３者）からも、見積を取ったが、国の指針

いて、落札業者ありきで 等に基づく耐震評価等のシミュレーションシステム等

発注したのではないかと を開発する費用がかかる等の理由と思われるが、見積

考えざるを得ない。 金額で落札者との差額が大きく、最も安価で受注する

可能性のある落札者と随意契約を行った。


